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字の影響については、冨田 (1988) を紹介する。 








数民族の言語を除くと、大きく北部、中部、南部の 3 方言が話されている（冨田 1988: 759 要約）。尚、「ヴ
ェトナム語」という表記も存在するが、本稿では「ベトナム語」と表記する。 




ス（以下 CSJ）』を用いた。BCCWJ から、(1) 行政白書、(2) 新聞、(3) 小説、(4)WEB データ（電子掲
示板サイト「Yahoo!知恵袋」）、(5) 国会会議録を、CSJ から、(6) 学会講演，(7) 模擬講演(主に個人的内
容に関する一般の人によるスピーチ)を選択した。（中略） 個々の品詞率、語種率は、サンプル毎の延べ
語数に対する各品詞・語種の延べ語数の割合として求めた。 
（小磯ほか 2009: 594） 
以下では上記調査の結果とジャンル毎の漢語率についての記述を引用及び要約する。 
【調査結果】 
表 1: 日本語のジャンル毎の漢語率 
ジャンル 白書 新聞 小説 WEB 国会 学会講演 模擬講演 
漢語率 52% 42% 18% 23% 35% 38% 25% 
（小磯ほか 2009: 595 を基に筆者作成） 




さらに、小磯ほか (2009) は漢語率の傾向について以下のように述べている。 
この結果は、本研究のような短めの言語単位ではなく、長めの単位を用いた語種比率の調査結果と
も整合的である。例えば、国語研究所 (1955) では日常談話よりもニュース解説やニュースの方が、






（小磯ほか 2009: 595-596 ）
1.2. 村上・今井 (2010) 
漢越語の使用率について村上･今井 (2010) は以下のように述べている。 
ベトナム語では、日本と朝鮮半島と同様に漢字文化と接触したことによって、一般的にいって基礎
語彙の上に、夥しい数の漢字起源の要素がかぶさっている。今でも、新聞の論説や硬い文章の表現
では、漢字起源の言葉は、その語彙の 6 割に達すると言われている。   

























6 万 5 千語を収録している。 










オンラインでベトナム語のニュース記事を配信している Vietnam+の記事 40 本(2014.8.10
～2014.8.26) において漢越語の使用率を調査した。 
調査結果より、記事によって使用率の差はあるものの、漢越語の使用率の平均は 52%に
とどまった。当調査での全体の平均値は村上･今井 (2010) が指摘した 60%の使用率には達
しなかった。使用率は記事の内容によって異なった。 
3.2. ベトナム社会主義共和国憲法（2013 年憲法）における漢越語の使用率 
ベトナム社会主義共和国憲法（2013 年憲法）における漢越語の使用率を各条項の総語数

















































3.4. 国会議事録における漢越語の使用率  




表 3: 国会議事録における漢越語の使用率 
 
 








3.5. 小説における漢越語の使用率  
竹内・川口訳 (1982) 『ベトナム短編小説選』に収録されているベトナム語の短編小説








議題 総語数 使用率 
情報安全法 3114 66% 
料金法 2872 62% 
全体 5986 64% 
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表 4: 小説における漢越語の使用率 
作品名 作者 年代 総語数 使用率 
1. 『過ぎし歳月』
ニャット･リン
1932 年 3866 10% 
2. 『霧の中の人影』 1933 年 1804 17% 
3. 『あなた、生きて』 
カイ･フン
1932 年 1687 14% 
4. 『香江のほとり』 1933 年 1996 22% 







発効された国際連合に関する規定である。全 19 章、111 条からなり、国際機構としての国
際連合の目的や権限等について規定されている（国際連合広報センターホームページより
筆者要約）。尚、使用する条文は前文を除いて、第 1 章 1 条から第 5 章 32 条までとした。
漢語の判定には『明鏡国語辞典 第二版』及び『新漢語林 第二版』を用い、漢越語の判
定には、『越汉词典』（詳細に関しては第 6 項の 5 節以降を参照）を用いる。 

















表 1（再掲）: 日本語のジャンル毎の漢語率 
ジャンル 白書 新聞 小説 WEB 国会議事 学会講演 模擬講演 
漢語率 52% 42% 18% 23% 35% 38% 25% 
表 5: 調査の各ジャンルごとの漢越語の使用率（全体） 
ジャンル 新聞 小説 法律 国会議事 学術論文 
漢越語率 52% 14% 72% 64% 58% 
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